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2022年度概算要求等について 

文科省要請・国会議員要請実施 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

日
教
組
本
部
及
び
各
単
組
は
、
11
月
下
旬
よ
り
２

０
２
２
年
度
概
算
要
求
に
関
し
て
文
部
科
学
省
お
よ

び
衆
参
両
院
の
国
会
議
員
に
対
す
る
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
要
請
行
動
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

◆
文
科
省
要
請
（
11
月
26
日
） 

※
要
請
内
容
は
左
記
要
請
書
参
照 

要
請
に
対
し
、
茂
里
大
臣
官
房
学
習
基
盤
審
議
官
は

「
補
正
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
２
５
４
億
円
の
予

算
が
本
日
（
11
月
26
日
）
閣
議
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
そ
の
都
度
の
補
正
で
積
み
増
し
を
し
て
き
た
が
、

今
回
は
第
６
波
対
応
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
積
み
残
し

裏面紹介  

◆高校生１万人署名活動案内 

◆政策制度意識アンケート協力依頼 他 

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
も
ふ
ま
え
る
と
十
分
な
額
と
な
っ

て
い
る
。
対
象
経
費
に
つ
い
て
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
も
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
ご
要
望
に
応
え
て
い
く
。
保
健

室
で
必
要
と
な
る
備
品
が
地
財
措
置
で
は
足
り
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
足
り
な
い
も
の
を
感

染
症
対
策
と
し
て
買
う
こ
と
も
あ
り
だ
と
思
う
。
補
助

率
は
国
立
10
分
の
10
、
公
立
・
私
立
２
分
の
１
で
、

１
校
当
た
り
の
上
限
額
が
９
０
～
２
７
０
万
円
を
ベ

ー
ス
に
し
た
い
」「
小
学
校
の
35
人
学
級
を
順
次
行
っ

て
い
く
が
、
個
々
の
教
育
課
題
に
応
じ
た
加
配
は
必
要

な
の
で
財
務
省
に
し
っ
か
り
要
求
し
て
い
る
。
言
わ
れ

て
い
る
の
は
、
加
配
も
人
数
に
よ
っ
て
減
っ
て
い
く
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
の
が
問
題
で
あ
る
。
減
っ
て
い
く

が
ニ
ー
ズ
は
増
え
て
い
く
、
こ
れ
は
教
科
担
任
制
と
い

う
の
も
一
つ
の
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

教
科
担
任
制
、
事
務
職
員
・
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
の

加
配
な
ど
必
要
な
経
費
は
盛
り
込
ん
で
い
る
が
財
務

省
の
壁
は
極
め
て
高
い
。
今
、
補
正
が
終
わ
り
、
予
算

折
衝
に
入
る
が
、
12
月
中
旬
ま
で
も
つ
れ
込
む
の
で

は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
強
力
な
味
方
と
し
て
、

支
援
い
た
だ
き
た
い
」「
教
員
業
務
支
援
員
は
、
標
準 

（
裏
面
に
続
く
） 
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2021年 11月 26日 
文部科学大臣 
末松 信介 様 

              日本教職員組合       
中央執行委員長 清水 秀行  

 
文教予算確定にむけた要請書 

 
日頃より、教育の発展にご尽力されていることに対し敬意を表します。 
さて、学校現場では、いじめ・不登校・貧困など解決すべき課題が山積しています。20年度文科省「児

童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」によるといじめの認知件数は減少
したものの不登校・自死が 1991 年度統計開始以来、過去最多となりました。子どもたちの学びを保障
し、命を守るためには、教職員定数の改善をすすめ、教職員がしっかりと子どもを守り育てる体制の確
立が不可欠です。 
また、新型コロナウイルス感染症への対応に関しては、新たな業務も発生しているほか、新型コロナ

ウイルス感染症第 6波の流行が危惧される中、引き続き感染症対策を講じながらの教育活動を実施して
おり消毒液や保健衛生用品購入費、施設整備費などの予算措置も必要です。さらに、子どもの学習権を
保障し、安全・安心な教育環境を実現するためにも教育予算拡充が不可欠です。 
一方、第 200 回国会で給特法が改正され上限規制が導入されたものの、最新の日教組「21 年学校現場
の働き方改革に関する意識調査（Web 調査）」では、教員の勤務時間は週当たりの平均勤務時間が 62 時
間 56 分(持ち帰りを含む)となっています。依然として時間外勤務は平均週 24 時間 11 分で、月に換算す
ると過労死ライン（月平均 80 時間）を超えている長時間労働となっており、その解決は喫緊の課題で
す。さらに、事務職員、学校栄養職員、現業職員等の 36 協定で締結した時間を超えた時間外労働や未
締結のまま時間外労働・休日労働をしている違法な実態すら明らかになっています。長時間労働の是正
にむけた教職員定数改善や人的配置の具体的な施策が必要です。 

つきましては、教職員定数の改善、教育予算の確保にむけ、2022 年度教育予算において、次の事項の
実現をはかるよう要請いたします。 
 

記 
 
１．今年度の補正予算について 
（１）新型コロナウイルス感染症第 6 波の流行が危惧されることから、「感染症対策等の学校教育活動

継続支援事業」の予算措置を行うこと。 
 
２.2022年度予算編成にむけた文科省概算要求の実現について 
（１）子どもたちのゆたかな学びの保障、持続可能な学校教育の実現にむけ予算措置を実現すること。 
①小学校3年生の35人学級実施にあたっては、加配教員の付け替えを行うことなく定数の確保を行うこと。 
②小学校高学年における教科担任制のための加配等の確保を行うこと。 

 ③少数職種の加配の確保を行うこと。 
④「教員業務支援員」「学習指導員」「部活動指導員」「医療的ケア看護職員」の増員要求を実現すること。 
⑤「スクールカウンセラー」「スクールソーシャルワーカー」の配置拡大及び配置時間拡大を行うこと。 

 
（２）ゆたかな教育を実現するための教育予算の拡充を行うこと。 
①学校における感染症対策「消毒液や保健衛生用品等の整備等に必要な経費」「特別支援学校スクール
バス感染症対策支援事業」等の予算を確保すること。 

②小学校 35人学級編制のための教室整備、改正バリアフリー法、感染症対策等における施設整備の 
予算を確保すること。 

③「GIGAスクール運営支援センター整備事業」の要求を実現すること。また、ICT関連の予算を確保すること。 
④「国立大学法人運営費交付金」「私学助成」の予算を確保すること。 
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日政連・第 26回参議院議員選挙候補予定者 

法
に
も
と
づ
く
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
、
非
常
に

重
要
で
増
や
し
て
い
き
た
い
。
配
置
に
つ
い
て
は
、
公

立
の
全
小
中
学
校
、
５
ク
ラ
ス
以
下
の
小
規
模
校
は
除

く
が
、
全
て
に
配
置
で
き
る
よ
う
１
０
３
億
円
、
前
年

比
64
億
円
増
、
合
計
２
４
，
３
０
０
人
で
前
年
比
１
４
，

７
０
０
人
増
を
計
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
に
関
わ

る
予
算
は
厳
し
く
、
も
つ
れ
込
む
。
ま
た
、
学
習
サ
ポ

ー
ト
、
進
路
指
導
は
、
学
習
指
導
員
と
し
て
７
億
円
増

の
46
億
円
の
要
求
、
３
，
１
０
０
人
増
の
１
４
，
８
０

０
人
を
計
上
し
て
い
る
。
部
活
動
に
つ
い
て
、
13
億
円
、

１
１
，
４
０
０
人
と
プ
ラ
ス
１
億
円
増
・
６
０
０
人
増

と
な
っ
て
い
る
。
医
療
的
ケ
ア
看
護
職
員
に
つ
い
て
、

28
億
円
、
３
，
０
０
０
人
で
７
億
円
増
・
６
０
０
人
増

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
概
算
要
求
通
り
求
め
て
い
く
。

概
算
要
求
通
り
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
１
人

で
も
多
く
要
求
に
近
づ
け
る
よ
う
に
し
た
い
」「
特
別
支

援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
関
し
、
補
正
で
計
上
し
た

の
で
、
し
っ
か
り
と
早
め
の
措
置
が
で
き
る
よ
う
執
行

し
て
い
き
た
い
」「
今
回
の
予
算
折
衝
で
最
後
に
も
つ
れ

る
の
は
、
人
の
話
に
な
る
か
と
思
う
。
加
配
の
部
分
に

な
る
か
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
か
、
こ
れ
か
ら
の
協
議

次
第
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
据
え
な
が
ら
、

い
た
だ
い
た
ご
要
望
を
ふ
ま
え
な
が
ら
し
っ
か
り
対
応

し
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。 

回
答
を
受
け
、
日
教
組
・
瀧
本
書
記
長
か
ら
は
、「
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
に
つ
い
て
、
人
員
不
足
の
課
題
は
重
々
承
知
し
て

は
い
る
が
、
義
務
制
、
特
別
支
援
学
校
問
わ
ず
１
校
１

人
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
１
人
１
台
端
末

が
入
っ
て
く
る
と
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
。
よ
り
多
く
の
大
人
た
ち

で
見
て
い
か
な
い
と
フ
ォ
ロ
ー
し
き
れ
な
い
の
で
、
十

分
に
注
力
し
て
ほ
し
い
」「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
を
す
す
め
て
い
る
中
に
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
正
に
関
わ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
に
つ
い

て
急
遽
要
請
内
容
と
し
た
。
学
校
の
回
線
は
細
く
、
高

速
化
す
る
よ
う
予
算
計
上
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
文
科
省
で
は
な
く
、
総
務
省
や
デ
ジ

タ
ル
庁
を
中
心
に
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
」
等

と
質
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
、
茂
里
審
議
官
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
関
し
て
、「
直
接
接
続
の
場
合
で
も
、
集
約
接

続
の
場
合
で
も
、
通
信
回
線
を
学
校
か
ら
出
す
と
こ
ろ

ま
で
は
文
科
省
に
お
い
て
予
算
措
置
を
し
た
。
そ
こ
か

ら
先
が
遅
く
な
る
の
で
、
そ
の
部
分
は
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
デ
ジ
タ
ル
庁
な
の
か
総
務
省
な
の
か
、
し
っ
か

り
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
注
文
を
学
校
の
使
い
方
か

ら
発
信
し
て
い
く
の
も
あ
り
で
は
な
い
か
。
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
で
、
均
衡
あ
る
地
方
発
展
で
全
て

の
子
ど
も
た
ち
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
幸
せ
に
な

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
紙
か
デ
ジ

タ
ル
か
で
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
が
巻
き
込
ま
れ
つ
つ

あ
る
危
機
感
は
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
６
兆
円
上
乗
せ
さ
れ

る
。
そ
の
対
象
と
し
て
高
校
の
機
器
整
備
や
通
信
回
線

も
活
用
で
き
る
。
こ
の
６
兆
円
に
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

庁
と
協
議
し
て
し
っ
か
り
仕
掛
け
て
い
く
。
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
に
つ
い
て
、
当
初
予
算
と
併
せ
て
全
て
の
小
中

学
校
で
使
え
る
状
態
に
す
る
。
通
信
回
線
の
問
題
も
あ

る
、
コ
ス
ト
も
か
か
る
で
あ
ろ
う
し
、
何
ら
か
の
標
準

化
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
財
務

省
と
は
、
む
か
っ
て
い
く
方
向
は
一
緒
で
あ
る
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
が
違
っ
て
お
り
、
早
く
行
え
る
よ
う
に

と
り
く
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

最
後
に
瀧
本
書
記
長
よ
り
、「
今
回
予
算
の
関
係
な
の

で
、
メ
イ
ン
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
が
、
学
校
の
働
き

方
改
革
、
来
年
度
の
実
態
調
査
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、

学
校
現
場
に
自
覚
を
持
た
せ
る
か
が
相
互
の
課
題
で
あ

る
」
と
述
べ
要
請
を
終
え
ま
し
た
。 

 ◆
国
会
議
員
要
請
（
11
月
下
旬
～
） 

 

中
央
で
の
文
科
省
要
請
と
並
行
し
て
、
各
単
組
で
は

地
元
選
出
の
衆
参
両
院
の
国
会
議
員
（
立
憲
民
主
党
、

社
民
党
、
国
民
民
主
党
、
自
民
党
、
公
明
党
、
れ
い
わ

新
選
組
所
属
議
員
お
よ
び
一
部
無
所
属
議
員
）
に
対
し
、

教
職
員
定
数
の
改
善
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
推
進
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ほ
か
、
来
年
度
の

予
算
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算
拡
充
に
つ
い
て
要
請
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
兵
高
教
は
兵
教
組
と
連
携
し
、

井
坂
信
彦
、
櫻
井
周
両
衆
議
院
議
員
の
地
元
事
務
所
を

訪
問
し
要
請
内
容
を
詳
し
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
兵

庫
県
選
出
の
自
民
党
・
公
明
党
の
国
会
議
員
に
対
し
、

電
話
と
文
書
送
付
に
よ
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

高校生１万人署名活動にご協力を！ 
   

１２月２６日（日）１３：３０より約１時間程度、第２４

代高校生平和大使サポーターチームを中心に、ＪＲ元

町駅東口南側で核兵器廃絶を訴え、街頭署名活動を

行います。 

  冬休み最初の日曜日、元町・三宮方面にお出かけ

の際にはぜひお立ち寄りいただき、ご家族・ご友人とと

もに高校生たちの署名へのご協力をお願いします。 

  なお、当日現地で署名できない方は、下記の二次

元バーコードを読み取り署名することも可能です。 

政策制度意識アンケート 
へのご協力をお願いします 

 

 １０月末に行われた第４９回衆議院選挙に関するアンケー

トです（全８問、投票に行っていない方は５問）。  

 短時間で終わりますので、ご協力よろしく 

お願いします。 
 

締切:１２月３１日（金） 

「２０２２年兵高教新春の集い」について 
小康状態にあるとはいえ、新型コロナウイルス感染症
の収束が見通せない状況ですので、来賓はお招きせ
ず、飲食提供も控え、支部・専門部代表と執行部のみ
で短時間で開催することといたしました。   
何卒ご理解をお願いします。 

 


